
osakikamijima

平成平成

まちの人口（ 月末現在）男 人 女 人 合計 人 世帯数 世帯

月月生生ままれれののわわんんぱぱくくちちゃゃんん

島に文化とスポーツの振興を
雨ノ日モ、風ノ日モ、生涯勉強
── 歳の弓道家 中川善雄さん
人権の視点
知らない世界、初めてのこと
──小中学生、放送番組づくり体験他

ヘルシー愛ランド（健康のページ）
島のニュース
いろいろお知らせのページ
今月生まれのわんぱくちゃん



見
で
す
が
、
各
地
区
運
動
会
で
使

わ
れ
る
費
用
（
特
に
賞
品
代
）
を

少
し
で
も
削
減
し
、
そ
の
分
皆
さ

ま
が
体
育
施
設
を
利
用
す
る
際
の

使
用
料
に
還
元
し
、
町
民
な
ら
誰

で
も
い
つ
で
も
負
担
な
し
で
利
用

で
き
た
ら
な
と
考
え
ま
す
。
ご
意

見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

一
人
で
も
多
く
の
町
民
が
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
健
康
な
町
づ

く
り
の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
幸

い
で
す
。

平成 年度大崎上島町体育大会
月 日 午前 時 分

東野地区 東野小・中グラウンド
木江地区 木江中グラウンド
大崎地区 中野小グラウンド
主催 大崎上島町体育協会東野支部

大崎上島町体育協会木江支部
大崎上島町体育協会大崎支部

月 日 時開演 時開演
料 金 全席自由席 円（当日券 円）

問合せ先 イベント実行委員会事務局

チケット販売 大崎上島文化センター（土・日は情報プラ

ザ・エル）、東野公民館、木江公民館

人
と
し
て
心
も
体
も
健
康
で
あ

る
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
と
音
楽
は
不

可
欠
で
す
。町
民
の
誰
も
が
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
め
る
環
境
を
整
え
る
こ

と
が
、体
協
の
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

島
が
一
つ
の
町
に
な
っ
た
の
で
す

か
ら
合
同
の
運
動
会
も
近
い
将
来

開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
時
期
や
方
法
等
皆
さ
ま
の
ご
希

望
に
叶
う
も
の
に
し
た
い
の
で
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

次
に
、
わ
た
し
の
個
人
的
な
意

島
に

文
化
と

ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
を

交
流
を
深
め
て
新
し
い
町
の
文
化
向
上
に

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
念
じ
て
お
り

ま
す
。

来
る

月

日
、

日
の
両
日
、

大
崎
上
島
町
文
化
祭
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
町
内
各
地
域
の
特
徴
を
生

か
し
つ
つ
、
一
層
交
流
を
深
め
、

新
し
い
町
の
文
化
の
向
上
に
役
立

ち
た
い
と
思
い
ま
す
。
町
民
の
皆

さ
ま
方
多
数
ご
来
会
の
上
、
ご
指

導
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

第 回大崎上島町文化祭
月 日 ・ 日 午前 時

東野地区 東野小体育館
木江地区 木江中央公民館他
大崎地区 開発総合センタ 、大

崎上島文化センタ 他
主催 大崎上島町文化祭実行委員会

文
化
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
平

素
格
別
の
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
町
に
は

多
く
の
貴
重
な
文
化
遺
産
が
あ
り
、

我
々
の
祖
先
は
早
く
よ
り
、
近
隣

並
び
に
国
内
各
地
と
活
発
な
文
化

交
流
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
こ
と

は
、
最
も
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
私
ど
も
は
一
層
文
化

の
創
造
に
つ
と
め
、
心
豊
か
な
活

力
あ
る
町
づ
く
り
の
一
助
に
な
る

誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り
を

大
崎
上
島
町
文
化
協
会
会
長

文
化
祭
実
行
委
員
会
会
長

平
岡

豊
さ
ん

大
崎
上
島
文
化
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
神
峰

イ
ベ
ン
ト千 昌夫七瀬もみじ

大
崎
上
島
町
体
育
協
会
会
長

円え
ん

山ざ
ん

忠
信
さ
ん
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会

長

丸ま
る
さ
き

貢
み
つ
ぎ

（
公
選
）

会
長
職
務
代
理
者

近
藤

範
之
（
公
選
）

委
員
（
公
選
）

岩
本

光み
つ

仁ひ
と

、
平
本

達
雄

水
井

一か
ず

彦ひ
こ

、
山
岡

豊

藤
原

孝こ
う

一い
ち

、
越
田

博

下
末

重
則
、
稲
田

公
と
お
る

檜
山

幸ゆ
き

信の
ぶ

、
大
成

俊
彦

水
井

泉
、
河
田

俊
彦

浜
中

公き
み

久ひ
さ

（
議
会
推
薦
）

西
田

秀
夫
、
金
原

邦
也

藤
原

睦む
つ

弘ひ
ろ

（
農
協
推
薦
）

川

晟せ
い

司じ

栄
通
…
飛
彈

正
し
ょ
う

導ど
う

中
央
…
古
本
喜
代
子

元
町
…
土
井
ミ
サ
エ

天
五
…
藤
原

成し
げ

子こ

天
満
・
本
通
…
徳
山

範
行

野
賀
…
岸

和
子

上
の
谷
…
住
吉

清
香

中
浜
…
川
野

弘
子

木
越
…
平
本

道
子

三
里
浜
…
山
岡
せ
つ
子

向
浜
…
坂
田

睦
子

本
浜
…
西

紀
美

岡
部
…
信
谷
加
代
子

全
域
…
加
藤

一い
ち

英え
い

、
稲
田

珠
実
（
主
任
児
童
委
員
）

大
崎
支
部

山
尻
…
森
田

照
美

東
原
下
…
谷
本
由ゆ

比い

子こ

原
下
…
入
川

孔ひ
ろ

美み

本
郷
…
半
田

訓く
に

子こ

片
浜
…
住
野

康
彦

大
西
…
池
田

香
代
、
山
本
美

佐
子

向
山
…
宮
本
ミ
ス
エ
、
磯
兼

敏
子
（
支
部
長
）

長
島
…
浅
岡

い
く

生お

瀬
井
…
山
本

篤
子

原
田
…
山
本
コ
マ
エ

原
田
…
石
本

豊
昭

大
串
…
藤
解

富と
み

香か

、
坂
岡

和
男

全
域
…
正
田

秋
恵
（
主
任
児

童
委
員
）

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長

平
田

芳
憲
（
東
野
支
部
長
）

副
会
長

立
田

清
美
（
木
江
支
部
長
）

磯
兼

敏
子
（
大
崎
支
部
長
）

女
性
部
長

吉
岡
カ
ヨ
子

副
部
長

住
吉
清
香

山
本
美
佐
子

東
野
支
部

外
表
…
岡
本

光
雄

鮴
崎
…
西
岡

孝
子

垂
水
…
吉
岡
カ
ヨ
子

古
江
…
平
原

節
子

盛
谷
…
有
本
眞
智
子

白
水
…
平
田

芳
憲（
支
部
長
）

小
原
…
長
尾

敏
幸

上
組
…
底
押

福
三

下
組
…
松
本

榮し
げ

夫お

矢
弓
…
西
本

正
樹

大
田
…
欠
員

脇
之
浦
…
松
浦

清

生
野
島
…
新
谷

久
和

全
域
…
松
本
カ
ツ
エ
（
主
任
児

童
委
員
）

木
江
支
部

岩
白
…
中
原

伸
悟

宇
五
・
港
…
立
田

清
美
（
支

部
長
）

身
体
拘
束
廃
止
の

相
談
に
応
じ
ま
す

広
島
県
で
は
、
身
体
拘
束
を
し

な
い
た
め
の
ケ
ア
の
工
夫
に
つ
い

て
具
体
的
な
助
言
を
行
う
相
談
窓

口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
介
護
保

険
施
設
等
の
職
員
や
利
用
者
の
家

族
等
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。

相
談
窓
口

御
調
町
介
護
老
人
保

健
施
設
み
つ
ぎ
の
苑

毎
月
曜
日

ナ
カ
ム
ラ
病
院

毎
水
曜
日

特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
寿
苑

毎
金

曜
日

老
人
保
健
施
設
さ
ん
さ
ん

高
陽

毎
土
曜
日

時
間
は
い

ず
れ
も

時

時

身
体
拘
束
と
は
、
心
身
機
能
が

低
下
し
た
高
齢
者
が
徘
徊
や
転
落

な
ど
を
し
な
い
よ
う
に
車
イ
ス
に

ベ
ル
ト
で
体
を
固
定
し
た
り
、

ベ
ッ
ド
を
柵
で
囲
む
な
ど
、
運
動

や
行
動
を
制
限
す
る
こ
と
を
い
い

ま
す
。

身
体
拘
束
は
、
人
権
擁
護
の
観

点
か
ら
問
題
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、

高
齢
者
の
心
身
機
能
の
低
下
を
も

た
ら
し
ま
す
。
こ
の
た
め
老
人
保

健
施
設
等
で
は
、
原
則
と
し
て
身

体
拘
束
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
の
農
業
委
員
会
委
員
が

改
選
さ
れ
ま
し
た

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、輸

入
自
由
化
等
の
進
展
に
よ
る
価

格
低
迷
、度
重
な
る
気
象
災
害
に

見
舞
わ
れ
て
の
生
産
力
の
低
下
、

更
に
は
農
業
後
継
者
不
足
、担
い

手
農
家
の
減
少

高
齢
化
に
伴
な

う
農
地
の
遊
休
化

荒
廃
化
な
ど

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。そ
れ

ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

農
業
委
員
会
は
農
家
の
皆
さ
ん

と
町
行
政
並
び
に
農
業
関
係
機

関

団
体
等
と
一
体
に
な
り
、大

崎
上
島
町
の
農
家
が
発
展
す
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。（
任

期
は
平
成

年

月

日
ま
で
）

福
祉
の
事
、ご
相
談
下
さ
い

民
生
委
員
、
児
童
委
員
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
し
あ
わ
せ
を
高
め

る
た
め
、
明
る
い
社
会
づ
く
り
の

た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

年 月 日 時 分（ 時開場）
大崎上島文化センターホール 神峰
大人 円（当日 円） 子ども 円（当日 円）
主催 大崎上島文化センターイベント実行委員会
後援 大崎上島町 大崎上島町教育委員会
問合せ先 イベント実行委員会事務局



明
治

年

月

日

香
川
県

善
通
寺
に
生
ま
れ
る
。
空
海
と
同

郷
で
あ
る
こ
と
を
密
か
に
誇
り
と

し
て
い
る
。

大
正

年

木
江
に
移
り
住
む
。

大
正

年

妻
の
兄
に
弓
道
の
指

導
を
受
け
る
。
木
江
警
察
署
構

内
に
弓
道
場
が
あ
っ
た
。

昭
和

年

木
江
道
場
（
中
川
道

場
）
を
創
設
、
一
般
の
使
用
に

供
す
る
。
全
日
本
弓
道
連
盟
に

加
入
。
現
代
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

の
弓
道
の
普
及
を
決
意
す
る
。

昭
和

年

全
日
本
弓
道
連
盟
の

名
誉
会
員
と
な
る
。

昭
和

年

福
井
国
体
に
監
督
と

し
て
参
加
。
以
降
、
何
回
も
監

督
を
努
め
る
。

平
成

年

台
風

号
に
よ
り
道

場
崩
壊
。

平
成

年

道
場
再
建
。

平
成

年

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
名

古
屋
大
会
に
監
督
と
し
て
出
場
。

平
成

年
・

年

ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
福
井
大
会
、
広
島
大
会

に
最
年
長
選
手
と
し
て
出
場
。

平
成

年

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
徳

島
大
会
に
出
場
。

こ
の
間
、
現
在
に
至
る
ま
で
、

地
元
で
多
く
の
弓
道
家
・
指
導
者

を
育
成
。
ま
た
、
海
外
及
び
全
国

各
地
で
の
大
会
へ
出
場
ま
た
指
導

に
赴
く
。
現
役
の
弓
道
家
で
あ
り

指
導
者
と
し
て
は
、
世
界
最
年
長
。

好
き
な
も
の

酒
（
昔
は
大
き
ら

い
だ
っ
た
。
今
で
は
、
た
ま
に

過
ぎ
て
自
戒
）

楽
し
い
こ
と

弓
の
仲
間
、
老
若

男
女
が
集
い
語
ら
う
こ
と
。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
、
全
国
健

康
福
祉
祭
。
ス
ポ
ー
ツ
で
の
交
流

や
美
術
展
等
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

第

回
目
の
今
年
は
徳
島
県
で

月

日
か
ら

日
ま
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
広
島
県
か
ら
は
、
選
手
役

員
合
わ
せ
て

人
が
派
遣
さ

れ
ま
す
。
主
催
は
財
団
法
人
長
寿

社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

徳
島
大
会
に

参
加
し
ま
す

賀志谷慶昭さん 歳
剣 道

小野逸也さん 歳
弓 道

中川善雄さん 歳
弓 道

土井田夕里さん（左）と
藤岡亜希子さん

中
川
道
場
に
学
ぶ

や
め
て
久
し
い
弓
道
を
再
開

し
た
く
な
り
、
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ

れ
て
い
る
の
を
見
て
尋
ね
て
き
ま

し
た
。
週

回
通
っ
て
い
ま
す

藤
岡
亜
希
子
さ
ん
（
安
芸
津
町
）

弓
道
を
始
め
て

年
目
で
す
。

呼
吸
法
を
使
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
は
な

い
か
と
探
し
て
い
て
弓
を
思
い
つ

き
ま
し
た
。
道
場
で
弓
を
引
い
た

後
は
、
不
思
議
に
心
が
洗
わ
れ
た

よ
う
に
す
う
っ
と
す
る
の
で
す

土ど

井い

田た

夕ゆ

里り

さ
ん
（
原
田
）



核
家
族
で
、
お
年
寄
り
と
接
す

る
機
会
の
な
い
子
ど
も
が
増
え
て

い
ま
す
。
思
い
や
り
や
い
た
わ
り

の
心
を
育
ん
で
欲
し
い
、
子
ど
も

た
ち
の
元
気
な
姿
を
見
て
皆
さ
ん

に
喜
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
そ
う

思
い
な
が
ら
練
習
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
地
域
で
会
っ
た
時

に
は
、
子
ど
も
た
ち
に
声
を
か
け

て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

大
崎
幼
稚
園

おめでとうございます

老人クラブ連合会長
森川さん

日
本
列
島
百
歳
音
頭
、
き
ょ
う
の
日
の
た
め
に
毎
日

練
習
を
し
ま
し
た
。
会
員
同
士
、
集
ま
っ
て
お
し
ゃ

べ
り
す
る
の
も
楽
し
い
こ
と
で
し
た
。
木
江
女
性
会

せとうちおさんぽクルーズ
まで

毎週金・土 日間乗り降り自由！気ままな瀬戸内の島々の旅

パスポート料金 おとな 円・子ども（小学生） 円
問合せ先 瀬戸内海汽船
事業主体 島めぐり航路実行委員会

東
野
会
場

老人クラブ連合会東野支部 人で、 河内
おとこ節 、 ひがしの音頭 を踊りました。

大
崎
会
場

木江会場

い
会

た
ま
も
年
来
で
気
元

う
ょ
し
ま



高
齢
化
は
、
世
界
的
な
規
模
で

急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。
高
齢
化

対
策
に
関
し
て
は
、

（
平

成

）
年
の
国
連
総
会
で
、
国
際

行
動
計
画
や
国
連
原
則
を
よ
り
一

層
広
め
る
こ
と
を
促
す
と
と
も
に
、

各
国
に
お
い
て
高
齢
化
社
会
の
到

来
に
備
え
た
各
種
取
組
が
行
わ
れ

る
よ
う
、

（
平
成

）

ここんんににちちはは 大大崎崎海海星星高高校校でですす

年
を

国
際
高
齢
者
年

と
す
る

決
議
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

（
平
成

）
年

月
、

ス
ペ
イ
ン
の
マ
ド
リ
ッ
ド
に
お
い

て
、
国
連
に
よ
る

第

回
高
齢

化
に
関
す
る
世
界
会
議

が
開
催

さ
れ
、

す
べ
て
の
世
代
の
た
め

の
社
会
の
構
築

を
主
要
テ
ー
マ

と
し
、
高
齢
化
に
関
連
す
る
諸
問

題
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、

高

齢
化
に
関
す
る
マ
ド
リ
ッ
ド
国
際

行
動
計
画

が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

日
本
も
、
平
成

（

）
年
に
は

人
に

人
が

歳
以
上
と
い
う
本
格
的
な
高
齢

社
会
が
到
来
す
る
と
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
世
界
に
類

を
み
な
い
急
速
な
高
齢
化
で
す
。

そ
こ
で
日
本
で
は
昭
和

（

）
年

月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
長
寿
社
会
対
策
大
綱

に
基
づ
き
、
長
寿
社
会
に
向
け

た
総
合
的
な
対
策
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成

（

）
年

月
に

高
齢
社

会
対
策
基
本
法

が
施
行
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
以
後
、
同
法
に

基
づ
く
高
齢
社
会
対
策
大
綱
を

基
本
と
し
て
、
様
々
な
取
組
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
人
権

高
齢
者
の
人
権

情情
報報
ププ
ララ
ザザ
・・
エエ
ルル

月月 日日 月月 日日のの休休館館日日

近
年
、
規
制
緩
和
や
経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
、

の
急
速
な
進

展
、
高
齢
化
社
会
の
到
来
な
ど
社

会
経
済
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る

中
、
消
費
者
を
取
り
巻
く
環
境
も

ま
す
ま
す
多
様
化
し
、
そ
れ
に
伴

い
、
新
た
な
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の

増
加
や
そ
の
複
雑
化
、
悪
質
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
ず
、安
全
な
消
費
生
活
を

お
く
る
た
め
に
は
、私
た
ち
消
費
者

一
人
ひ
と
り
が
自
己
責
任
を
も
っ
て

行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
ず
、
第

回
は
、

契
約

に
つ
い
て
で
す
。

契
約
と
は

く
ら
し
の
中
に
は
約
束
事
が
い
っ

ぱ
い
。
そ
の
中
で
法
的
な
権
利
と

義
務
を
伴
う
約
束
を
契
約
と
い
い

ま
す
。（
売
買
契
約
賃
貸
借
契
約
雇

用
契
約
旅
客
運
送
契
約
な
ど
）

契
約
は
当
事
者
の
合
意
で

成
立
し
ま
す

約
束
は
お
互
い
の
合
意
が
あ
れ

ば
、
契
約
書
に
署
名
押
印
し
な
く

て
も
、
た
と
え
口
約
束
で
も
成
立

し
ま
す
。
契
約
書
は
、
契
約
が
長

期
に
わ
た
っ
た
り
、
高
額
で
あ
っ

契
約
と
は

た
り
す
る
場
合
そ
の
内
容
を
明
確

に
証
拠
を
残
す
た
め
の
も
の
で
す
。

契
約
の
内
容
は
全
て
了
解
し
た
こ

と
に
な
り
、
後
で

知
ら
な
か
っ

た

と
は
言
え
ま
せ
ん
。

契
約
は
一
方
の
都
合
だ
け
で

解
消
で
き
ま
せ
ん

た
だ
し
次
の
よ
う
な
例
外
は
あ

り
ま
す
。

だ
ま
さ
れ
た
り
脅
か
さ
れ
た

り
し
て
契
約
し
た
と
き

販
売
会
社
が
契
約
上
の
重
要

事
項
を
守
ら
な
い
と
き

契
約
内
容
の
重
要
な
部
分
に

勘
違
い
が
あ
っ
た
と
き

未
婚
の
未
成
年
者
が
両
親
の
同

意
を
得
な
い
で
契
約
し
た
と
き

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
条
件

が
整
っ
て
い
る
と
き

消
費
者
契
約
上
の
契
約
取
消

し
事
由
に
該
当
し
た
と
き
。

広
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
事
例

や
解
決
策
、
消
費
生
活
上
の
豆
知

識
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

広
島
県
生
活
セ
ン

タ
ー

消
費
生
活
情
報

シリーズ

高
齢
者
虐
待
の
現
状

特
に
介
護
を
必
要
と
す
る
高

齢
者
へ
の
虐
待
が
増
え
て
い
ま

す
。
高
齢
化
や
少
子
化
な
ど
社

会
の
変
化
に
よ
り
介
護
力
が
不

足
し
、
家
族
（
子
ど
も
と
そ
の

配
偶
者
）
が
虐
待
を
行
う
例
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。ま
た
、サ
ー

ビ
ス
提
供
者
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
、
訪
問
看
護
師
な
ど
）
か

ら
の
虐
待
や
施
設
内
虐
待
の
例

も
あ
り
ま
す
。

虐
待
の
内
容
と
し
て
は
、
世

話
の
放
任
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）
が

も
っ
と
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
が
、

そ
の
他
身
体
的
虐
待
、
心
理
的

虐
待
、
性
的
虐
待
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
、
高
齢
者

の
不
動
産
や
預
貯
金
を
そ
の
家

族
等
が
無
断
で
名
義
変
更
す
る

な
ど
の
高
齢
者
の
財
産
搾
取

（
経
済
的
虐
待
）も
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

高
齢
者
虐
待
の
現
状

し
か
し
、
豊
か
な
経
験
や
知
識

が
あ
り
な
が
ら
も
、
年
齢
を
理
由

に
就
業
や
社
会
的
活
動
へ
の
参
加

が
制
限
さ
れ
る
な
ど
、
高
齢
者
の

人
権
に
か
か
わ
る
問
題
が
起
き
て

い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
を
要
す
る

高
齢
者
へ
の
身
体
的
、
精
神
的
な

虐
待
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

（

人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン

タ
ー
資
料
か
ら
）



大
崎
上
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
主

催
の
ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー

ル
に
、
生
徒

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

年
生

名
、

年
生

名
で
す
。

講
義
・
演
習

日
間
、
体
験
実
習

日
間
、
合
計

日
間
の
研
修
で
し
た
。

体
験
実
習
で
は
、
大
崎
美
浜
荘
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
夢
ハ
ウ
ス
で
お
年

寄
り
と
交
流
し
ま
し
た
。

生
徒
の
ひ
と
り
は
、
参
加
し
た
感

想
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。

は
じ
め
は
緊
張
し
て
話
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
お

年
寄
り
の
笑
顔
に
接
し
て
い
る
う
ち

に
、
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

人
の
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
ん
だ

と
思
っ
た
ら
、
嬉
し
か
っ
た
。
お
年

寄
り
と
も
っ
と
親
し
く
な
り
た
い
で

す
。将

来
福
祉
関
係
の
仕
事
に
就
く
こ

と
を
望
ん
で
い
る
生
徒
に
、
こ
の
体

験
は
、
大
切
な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

大
崎
美
浜
荘
の
皆
さ
ん
、
意
義
深

い
体
験
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こんにちは 大崎海星高校ですこんにちは 大崎海星高校です

ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
ク
ー
ル
に
参
加

本
校
が
所
在
す
る
大
崎
上
島
町
と
姉
妹
縁
組

を
し
て
い
る
北
海
道
中
頓
別
町
の
中
頓
別
中
学

校
の
生
徒
・
教
職
員
が
、
交
流
の
一
環
と
し
て

月

日
に
カ
ッ
タ
ー
体
験
を
し
た
。

本
校
桟
橋
（
矢
弓
区
）
に
集
合
し
た
生
徒
た

ち
は
、
地
元
東
野
中
学
校
生
徒
と
と
も
に

艇

の
カ
ッ
タ
ー
に
乗
り
込
み
、
残
暑
の
中
、
汗
を

た
く
さ
ん
か
き
な
が
ら
力
い
っ
ぱ
い
に
オ
ー
ル

を
漕
い
だ
。

生
徒
た
ち
は
、
北
海
道
で
は
体
験
で
き
な
い

瀬
戸
内
海
で
の
体
験
に
、
満
足
し
た
様
子
で

あ
っ
た
。

北
海
道
中
頓
別
町
の

中
学
生
、
カ
ッ
タ
ー
体
験

胸
き
ょ
う

懐か
い

指
先
で
紡
ぐ
愛

光み
つ

成な
り

沢さ
わ

美み

ふ
た
り

私
た
ち
が
選
ん
だ
道

鎌か
ま

形が
た

睦む
つ

美み

摩
周
雪
原

阿あ

倍べ

實
み
の
る

歳
の
白
い
地
図

川
嶋
あ
い

び
い
ど
ろ
恋
唄

竹
村
陽
子

透
明
人
間
の
納
屋

島し
ま

田だ

荘そ
う

司じ

夕
日
に
赤
い
帆

岸き
し

田だ

剛ご
う

情
報
プ
ラ
ザ
・
エ
ル

情
報
プ
ラ
ザ
・
エ
ルは休館日（月末は館内整理日）

開館時間は

月 日 月 日の休館日月 日 月 日の休館日

日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土ひ
ま
わ
り
会
の

絵
本
よ
み
か
た
り
会

文
化
祭
の
日
に
開
催
し
ま
す

時

分

時

分

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
や
お
手
玉
遊

び
も
あ
り
ま
す

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

全
国
総
合
文
化
祭

友
田
愛
美
（
書
道
部
門
）

（

福
井
）

高
校
野
球
秋
季
リ
ー
グ

大
崎
海
星
高

忠
海
高

大
崎
海
星
高

本
郷
工
高

大
崎
海
星
高

尾
道
工
高

（

）

全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
県
予
選

大
崎
海
星
高

日
彰
館
高

（

葦
陽
高
校
）

県
高
校
対
抗
陸
上
競
技
選
手
権

久
保
正
幸
…

位
（
走
高
跳
）

（

竹
ケ
端
競
技
場
）

尾
三
地
区
高
校
陸
上
選
手
権

丹
後
久
美
子
…

位（

）

（

び
ん
ご
運
動
公
園
）

尾
三
地
区
選
抜
卓
球
大
会

女
子
団
体
…
準
優
勝

（

長
者
原
セ
ン
タ
ー
）



西
野
小
学
校
か
ら
は
、
・

年
生

人
が
参
加
、
田
植
え

と

美
浜
荘
訪
問

の
模
様
を
紹
介
す
る
番
組
を
作
り
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
キ
ャ
ス
タ
ー
で
す
ご
く
き
ん
ち
ょ
う
し
ま
し

た
。
一
回
ま
ち
が
え
て
し
ま
っ
た
の
が
く
や
し
か
っ
た
で
す

（

年
長
尾
春
奈
さ
ん
）

ど
う
や
っ
て
や
る
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
勉
強
に
な

り
ま
し
た
（

年
沖
原
将

し
ょ
う

揮き

く
ん
）

キ
ャ
ス
タ
ー
や
リ
ポ
ー
タ
ー
の
人
が
、テ
レ
ビ
で
見
る
と
、き

ん
ち
ょ
う
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
た
の
で
す
ご
い
な
あ
と
思
い

ま
し
た
（

年
山
根
由
香
里
さ
ん
）

の
人
は
一
番
責
任
が
あ
る
か
ら
大
変
だ
な
あ
と
思
い

ま
し
た
（

年
尾
末
文
香
さ
ん
）

月

日
、
北
海
道
中
頓
別
中
の

年
生

名
が
来
町
、
東
野
中

年
生

名
と
交
流

し
ま
し
た
。
昨
年

月
、
修
学
旅
行
で
中
頓

別
町
を
訪
ね
、
共
に
砂
金
掘
り
な
ど
を
し
て

か
ら
年
ぶ
り
の
再
会
で
す
。

中
頓
別
の
開
拓
者
で
あ
る
楢な

ら

原は
ら

民た
み

之の

助す
け

さ

ん
の
墓
参
り
の
後
、
歓
迎
の
式
で
は
中
頓
別

中
の
生
徒
が
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
を
披
露

し
て
く
れ
ま
し
た
。

海
の
素
晴
ら
し
さ
を
し
っ
か
り
味
わ
っ
て

も
ら
お
う
と
、
広
島
商
船
の
協
力
を
得
て

カ
ッ
タ
ー
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
中
頓
別
中

の
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
、
東
野
中
の
生
徒
に

と
っ
て
も
初
め
て
の
体
験
で
す
。

も
あ

る
大
き
な
オ
ー
ル
を
扱
う
の
に
初
め
は
苦
労

し
ま
し
た
が
、

艇
と
も
、
声
と
力
を
合
わ

せ
て
漕
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
別
れ
の
式
で
は
、
東
野
中
が

上
を
向

い
て
歩
こ
う
を
演
奏
し
ま
し
た
。フ
ェ
リ
ー

を
見
送
る
時
、
感
極
ま
っ
て
涙
で
別
れ
る
姿

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

月

日

日
、
大
崎
上
島
文
化
セ
ン

タ
ー
で
、

放
送
体
験
ク
ラ
ブ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
町
の
小
・
中
学
生
が
、
キ
ャ
ス

タ
ー
、
リ
ポ
ー
タ
ー
、

（
プ
ロ
グ
ラ
ム

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）、

（
テ
ク
ニ
カ
ル
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
）、
カ
メ
ラ
、
音
声
な
ど
役
割
分

担
を
し
て
テ
レ
ビ
番
組
を
制
作
し
ま
し
た
。

こ
の
一
部
は

の
番
組
で
放
映
さ
れ
ま

し
た
。

験
体
ー
タ
ッ
カ
の
て
め
初

し
流
交
と
校
学
中
別
頓
中

た
し
ま

校
学
中
野
東

め
初

中

校
学
中

心、合わせて

や
っ
て
み
る
と
、

大
変
な
こ
と
で
し
た

ま
ち
が
え
て
し
ま
っ
た
の
が
く
や
し
か
っ
た
で
す

知
ら
な
い
世
界
、
初
め
て
の
こ
と
。

超
キ
ン
チ
ョ
ー

キ
ッ
ズ
ス
タ
ジ
オ

大
崎
上
島
町

超
キ
ン
チ
ョ
ー

台 万円にびっくり

カメラをしっかり見なくちゃ、ドキドキ

見えないところも大事でした

本
番
で
す
。

私
た
ち
は
今
回
、

の
番
組
づ
く
り

を
体
験
し
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
シ
ナ
リ
オ

か
ら
つ
く
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

台
本
に
合
わ
せ
て
番
組
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

し
た
。
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
私
た
ち
だ
け

で
番
組
を
作
る
の
は
と
て
も
大
変
な
こ
と
で

し
た
。
本
番
ま
で
の
数
分
間
で
、
自
分
の
仕

事
の
内
容
を
聞
き
、
リ
ハ
ー
サ
ル
を
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
準
備
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
、

本
番
で
は
み
ん
な
が
協
力
で
き
、
い
い
番
組

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
テ
レ
ビ
で
放
送
す
る
ま
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
の
様
子
も
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
多
く
の
人

た
ち
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の
多
く
の
人
た
ち
が
協
力

す
る
こ
と
で
素
晴
ら
し
い
番
組
が
で
き
あ

が
っ
て
い
く
こ
と
を
体
験
し
て
み
て
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
木
江
中
学
校

年
生



東
野
の
櫂
伝
馬
船
を
、
み
ち
の
く
北
方
漁
船
博
物
館
（
青
森
市
）
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
東
野
外
表
区
で
は

年
以
降
、
競
漕
に
参
加
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
保
存
と
継
承
に
つ
い
て
は
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

ほ
ど
地
元
の
意
向
と
瀬
戸
内
の
木
造
船
を
所
望
す
る
同
博
物
館
と
の
合
意
が
叶
い
ま
し
た
。
櫂
伝
馬
船
を
博
物
館

等
に
寄
贈
す
る
の
は
、
高
松
市
の

瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館
、
鳥
羽
市

海
の
博
物
館

に
次
い
で

隻
目
。

櫂伝馬船は、無駄をすべて切り落とした、日本刀の微妙な反りをもった美しい
船形の奥に、この船を造り使って来た人々の誇りを秘めている 鳥羽市 海の博
物館 館長 石原義剛さん（ 年）

この櫂伝馬船は、 （昭和 ）年 月に進水、以来 度の優勝を飾るなど、櫂
伝馬競漕で外表区の全盛時代を築いてきました。

今
の
心
境
？
愛
娘
を
嫁
に
出
す

気
持
ち
、
誇
ら
し
さ
と
寂
し
さ
と
。

こ
の
船
に
私
は

年
乗
り
ま
し
た
。

こ
の
間
の
レ
ー
ス
一
つ
一
つ
に
ド

ラ
マ
が
あ
り
、
ど
れ
も
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。
東
野
に
櫂
伝
馬
の
歴
史

は
古
い
と
は
い
え
、
外
表
区
に
櫂

伝
馬
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
毎

年
夏
に
な
る
と
、
櫂
伝
馬
の
話
で

も
ち
き
り
。
練
習
が
い
か
に
き
つ

い
か
、
手
に
マ
メ
が
で
き
た
等
も

誇
ら
し
そ
う
に
。
海
岸
の
集
落
に

あ
り
な
が
ら
船
を
持
た
な
い
私
た

ち
は
話
に
も
入
れ
ず
、
寂
し
い
悔

し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

な
ん
と
か
櫂
伝
馬
競
漕
に
参
加

し
た
い
と
い
う
願
い
が
叶
い
、
昭

和

年
に
初
参
加
。
た
だ
し
船
は

他
の
地
区
が
十
何
年
も
使
用
し
た

古
い
船
で
す
。
こ
れ
が
と
に
か
く

進
ま
な
い
。（
笑
）
新
造
の
櫂
伝

馬
船
と
は
比
較
に
な
り
ま
せ
ん
。

船
が
欲
し
い
、
資
金
が
必
要
で
す
。

寄
付
を
募
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

区
長
に
再
三
願
い
出
て
い
ま
し
た

ら
、
昭
和

年
、
外
表
沖
の
競
漕

で

ク
ラ
ス
（

位
以
内
）
に
入

れ
た
ら
船
を
作
っ
て
や
ろ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
若
い
も

ん
の
道
楽
で
な
く
区
の
誉
れ
と
な

る
よ
う
認
め
て
も
ら
う
必
要
が

あ
っ
た
の
で
す
。
水か

夫こ

一
同
奮
起

し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら

位
に

入
れ
た
の
で
す
。
う
れ
し
か
っ
た

で
す
ね
。
こ
う
し
て
、
作
ら
れ
た

の
が
こ
の
船
で
す
。

か
つ
て
は
、

日

レ
ー
ス
、

海
岸
線
に
は
観
戦
す
る
人
々
が
鈴

な
り
に
連
な
っ
て
い
ま
し
た
。

レ
ー
ス
は
口
か
ら
心
臓
が
飛
び
出

る
か
と
思
う
ほ
ど
き
つ
い
上
に
、

太
鼓
の
音
だ
け
で
心
を

つ
に
し

て
い
く
細
や
か
さ
が
要
求
さ
れ
ま

す
。
船
頭
に
は
さ
ら
に
、
そ
の
時

の
気
象
、
潮
の
流
れ
、
水
夫
の
心

身
の
状
態
を
読
み
、
瞬
時
に
作
戦

の
変
更
、
即
決
し
て
い
く
力
が
求

め
ら
れ
る
難
し
い
競
技
で
す
。
し

か
し
、
そ
ん
な
こ
と
が

年

も
続
い
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
、

こ
の
地
域
の
昔
の
人
の
強
い
こ
だ

わ
り
と
思
い
入
れ
、
ロ
マ
ン
を
感

じ
ま
す
ね
。

私
た
ち
に
櫂
伝
馬
が
教
え
て
く

れ
た
も
の
は
計
り
知
れ
ず
、
船
だ

け
で
な
く
そ
の

心

も
、
み
ち

の
く
へ
、
そ
し
て
全
国
へ
伝
え
ら

れ
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

岡本誠
のぶ

照
てる

さん

島
の
文
化
の
架
け
橋
に
、

愛
娘
を
嫁
が
せ
る
気
持
ち

青
森
市
沖
館

丁
目

年
開
館
。
国
の
重

要
有
形
民
俗
文
化
財
を
中
心
に

隻
の
木
造
船
を
収
蔵
す

る
日
本
で
最
大
の
博
物
館
で
す
。

み
ち
の
く
北
方
漁
船
博
物
館



平
成

年
暮
れ
、
天
皇
陛
下
の
前
立
腺
癌
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
日

本
中
を
駆
け
巡
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
思
い
ま
す
。

前
立
腺
癌
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
す
で
に

年
ほ
ど
前
か
ら
男
性
の
癌

の
中
で
発
生
率
第

位
、
死
亡
率
は
第

位
で
す
が
、
日
本
で
は
そ
れ

ほ
ど
高
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、高
齢
化
社
会
を
迎
え
た
こ
と
や
、食
生
活
の
欧
米
化
な
ど

に
よ
り
、最
近
急
激
に
増
加
し
て
お
り
、近
い
将
来
、
日
本
が
ア
メ
リ
カ

と
同
じ
道
を
た
ど
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
と
専
門
家
は
見
て
い
ま
す
。

前
立
腺
は
、
男
性
の
み
が
持
つ
生
殖
器
の
一
部
で
、
膀
胱
の
真
下
に

尿
道
を
取
り
囲
む
よ
う
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
の
働
き
は
精
子
の
活

動
を
活
発
に
す
る
成
分
を
分
泌
し
た
り
、
膀
胱
出
口
を
開
閉
し
た
り
す

る
こ
と
な
ど
で
す
。

歳
を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
排
尿
の
勢
い
が
な
い

ト
イ
レ
が
近
い

排
尿
に
時
間
が
か
か
る

な
ど
の
症
状
が
見
ら
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま

す
が
、
こ
れ
は
前
立
腺
肥
大
症
と
い
わ
れ
る
病
気
で
、
前
立
腺
の
主
に

内
側
の
、
尿
道
の
周
り
が
腫
大
す
る
た
め
に
生
じ
ま
す
。

一
方
、
前
立
線
癌
は
、
前
立
腺
の
外
側
に
主
に
発
生
し
、
初
期
の
う

ち
は
症
状
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
症
状
が
出
た
と
き
に
は
か
な
り
進

行
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
骨
に
転
移
し
や
す
い
た
め
、
腰
痛

や
四
肢
の
痛
み
が
最
初
に
出
現
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

前
立
腺
肥
大
症
と
前
立
腺
癌
は
合
併
す
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、

排
尿
に
関
す
る
症
状
が
出
た
か
ら
と
い
っ
て
必
ず
し
も
進
行
し
た
前
立

腺
癌
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

前
立
腺
癌
の
早
期
発
見
に
は

と
い
う
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
を
調
べ

て
み
る
の
が
極
め
て
有
効
で
す
。
前
立
腺
癌
の
患
者
さ
ん
の
ほ
と
ん
ど

で
、
こ
の

が
高
値
を
示
し
ま
す
。

た
だ
、

は
、
前
立
腺
肥
大
症
や
前
立
腺
の
炎
症
等
で
も
高
値

に
な
り
ま
す
の
で
、

が
高
値
だ
か
ら
と
い
っ
て
い
た
ず
ら
に
不

安
に
な
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

前
立
腺
肥
大
症
も
前
立
腺
癌
も
医
学
の
進
歩
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

良
い
治
療
法
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
何
か
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
遠
慮
な
く
泌
尿
器
科
に
訪
れ
て
く
だ
さ
い
。

福祉保健課
大崎上島町東野 ヘルシー 愛 ランド

県立安芸津病院 （ ）

泌尿器科 繁田 正信 先生 前立腺について

ワ
ン
ち
ゃ
ん
の
狂
犬
病
予
防

注
射
は
、
お
済
み
で
す
か
？

生
後

ヶ
月
以
上
の
全
て
の
飼

い
犬
は
、
狂
犬
病
予
防
注
射
と
登

録
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
狂
犬
病
は
人
畜
共
通
の
感

染
症
で
す
。
今
も
世
界
中
で
毎
年

万

千

万
人
の
人
が
狂
犬

病
で
死
亡
し
て
い
ま
す
。
春
の
狂

犬
病
集
合
注
射
に
行
き
そ
び
れ
た

方
、
新
た
に
子
犬
を
飼
い
始
め
た

方
は
、
個
別
に
予
防
接
種
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
は
保
健
福
祉
課
、
最
寄
の

動
物
病
院
へ

犬
の
死
亡
、
譲
渡
等
変
更
が
あ

る
時
に
は
、
保
健
福
祉
課
へ
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

麻
薬
覚
せ
い
剤
の
根
絶
を

・

月
は
麻
薬
・
覚
せ
い
剤

乱
用
防
止
運
動
月
間
で
す
。

麻
薬
や
覚
せ
い
剤
の
乱
用
は
、

乱
用
者
自
身
の
心
身
を
む
し
ば
む

ば
か
り
で
な
く
、
各
種
の
犯
罪
や

事
件
・
事
故
を
引
き
起
こ
し
、
社

会
に
も
大
き
な
不
安
を
与
え
て
い

ま
す
。
特
に
覚
せ
い
剤
の
乱
用
は
、

一
般
住
民
に
ま
で
拡
大
ま
た
低
年

齢
化
の
傾
向
を
示
し
、
深
刻
な
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
の
乱
用
を
防

止
す
る
に
は
、
そ
の
乱
用
に
よ
る

ワ
ン
ち
ゃ
ん
の
狂
犬
病
予
防

注
射
は
、
お
済
み
で
す
か
？

麻
薬
覚
せ
い
剤
の
根
絶
を

恐
ろ
し
さ
を
正
し
く
認
識
し
て
、

住
民
一
人
ひ
と
り
が
不
正
な
薬
物

に
近
づ
か
な
い
、
近
づ
け
な
い
こ

と
が
大
切
で
す
。

覚
せ
い
剤
相
談
電
話

広
島
県
警

察
本
部

、
県
福
祉
保
健
部
薬
務
室

家
庭
系
パ
ソ
コ
ン
の

回
収
リ
サ
イ
ク
ル

月

日
か
ら
、
パ
ソ
コ
ン

メ
ー
カ
ー
等
に
よ
る
家
庭
系
パ
ソ

コ
ン
の
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
が
始

ま
り
ま
し
た
。
事
業
系
パ
ソ
コ
ン

に
つ
い
て
は
平
成

年

月
か
ら

す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
回

収
方
法
は
家
電

品
目
と
異
な
り
、

製
造
業
者
及
び
輸
入
販
売
業
者

（
メ
ー
カ
ー
等
）
が
回
収
・
再
資

源
化
を
行
い
ま
す
。

対
象
機
器
は
、
デ
ス
ク
ト
ッ
プ

本
体
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
ノ
ー
ト

ブ
ッ
ク
パ
ソ
コ
ン
。
資
源
化
料
金

は

円

円
。

（

月

日
現
在
）

問
合
せ
先

経
済
産
業
省
環
境
リ

サ
イ
ク
ル
課

ま
た
は
最
寄
の
販
売

店
に
。

家
庭
系
パ
ソ
コ
ン
の

回
収
リ
サ
イ
ク
ル



Healthy Island

保健師・栄養師 直通電話

秋においしい素材は、体にいいものがたくさ
んあります。その中でも血液サラサラ効果のあ
る青背の魚はいかがでしょう。今一番脂がのっ
て、うまみも増し、おいしさも格別のサンマ料
理です。
サンマ、アジ、イワシなどの青背の魚の脂肪

は （エイコサペンタエン酸）や （ド
コサヘキサエン酸）という不飽和脂肪酸が多く
含まれています。このうち にはコレス
テロールや中性脂肪を減らす働きがあり、動脈
硬化の予防に役立ちます。また、 には
脳の情報伝達をスムーズにし、記憶学習能力を
向上させ、脳の老化を防ぐ効果もあります。
脂ののったサンマは塩焼きに大根おろしでい

ただくのも最高ですが、今回はちょっとひと手
間かけた、カレーの香りがただよう生サンマの
カレー煮はいかがでしょう。

生サンマ 匹
小麦粉 小さじ
カレー粉 小さじ
油 小さじ

生サンマは頭と腹わたを取り、両面に斜め格子に飾り包丁を入
れる。
食べやすいように つに筒切りにし、切り口の水気をよくふき
とる。
小麦粉とカレー粉をよく混ぜ合わせ、 のサンマにまぶし、油
をひいたフライパンで焼く。
コマツ菜はサッとゆで、水気をしぼり、 くらいの長さに切る。
鍋に出し汁、砂糖、しょうゆ、みりんを入れ、煮立ってから
のサンマを入れる。煮汁をサンマ全体にまわしかけ、落としぶ
たをし、中火で煮汁が の量になるまで煮詰める。
サンマを取り出し、その煮汁の中に のコマツ菜を入れ、から
める。器に盛り、くし型に切ったレモン、プチトマトを添える。

生サンマのカレー煮 エネルギー 、たん白質 、塩分

材料と分量 （ 人分）材料と分量

作り方作り方

血液サラサラ青魚血液サラサラ青魚

加齢 と 老化

あなたは今、何歳ですか。
一年一年、年齢は増えてきます。同じ年に生まれ

た人は、同じようにみんな年齢が増えます。 私は、
歳 あの人も、 歳 暦年齢は同じですが…同

じ年に見える人、若く見える人、年上に見える人、
様々です。
はてさて、この差はどこからくるのでしょうか？
歳をとる（老いる）ことには、 加齢 と 老化
があります。
加齢 は、年齢が積み重なっていくことです。老

化 は、加齢とともに心身の機能が低下することを
いいます。加齢は、時間の流れですからみんな同じ
速さで進みます。しかし、老化の速さは人により差
があり、生活習慣と深く関わりながら心身の機能が
低下しますので、加齢とともに個人差が大きくなっ

ていきます。
老化に強い影響を与えるものが、生活習慣病の高
血圧・高脂血症（高コレステロール血症）・糖尿病
です。これらの病気は、動脈硬化を悪化させますの
で、医療機関や町の健診で検査を受け、自分の状態
をぜひつかんでおきたいですね。
また、自分に自信のない人や、物事を悲観的にと
らえる人は、老化も進みやすいとのことなので、物
事のよい面を見て、あまりくよくよしないで気分転
換を図りましょう。
たとえ身体の機能が衰えても、前向きに考え生き
ていくことは、心の老化を遅らせ、目の輝きや表情
に若々しさを与えます。ひいては、身体の機能にも
よい影響を与えるのではないでしょうか。

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

出し汁
砂糖 小さじ
みりん 小さじ
しょうゆ 小さじ

コマツ菜
レモン 個
プチトマト 個



公
衆
衛
生
推
進
協
議
会
大
崎
支
部
が
、親
水
公
園（
中
野
）の
整
備
を

行
い
ま
し
た
。花
壇
の
中
の
草
取
り
、杭
の
補
修
、清
掃
、水
遣
り
等
。ラ

ベ
ン
ダ
ー
の
古
枝
古
花
を
取
り
つ
つ
、こ
れ
が
北
海
道
の
花
か
と
た
い

し
て
関
心
も
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

匂
い
が
す
こ
ぶ
る
よ
い
の
に
び
っ
く

り
。接
ぎ
木
で
つ
く
と
聞
き

本
持

ち
帰
り
鉢
植
え
に
し
ま
し
た
。こ
の

花
壇
は
、

年
国
体
を
機
に
旧
大
崎

町
公
衛
協（
会
長
武
田
義
之
さ
ん
）が

植
栽
、以
来
整
備
を
行
っ
て
き
た
も

の
で
す
。新
し
い
町
と
な
っ
て
も
支

部
の
活
動
と
し
て
継
続
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。（
お
便
り
は
東
原

下
区
委
員
西
中
光
夫
さ
ん
）

月

日
、海
と
島
の
歴
史
資
料
館

（
東
野
）で
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
事
業
）を

開
催
し
ま
し
た
。
歌
手
は
岩
崎
文
香

さ
ん
、
中
村
仁
美
さ
ん
。
小
雨
の
中
、

午
前
午
後
合
わ
せ
て

人
が
来

場
し
、
美
し
い
日
本
庭
園
に
響
き
渡

る
澄
ん
だ
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
楽
し
み
ま

し
た
。
協
力
者

佐
々
木
豊
美
さ
ん

（
お
手
玉
指
導
）、平
田
宗そ

う

絢
じ
ゅ
ん

さ
ん
と

社
中
の
み
な
さ
ん（
お
茶
席
運
営
）、

田
口
錫す

ず

枝え

さ
ん（
着
付
け
）、森
下
立た

て

身み

（
音
響
）、長
田
和
子
さ
ん（
会
場
装
飾
）

大
望
月
邸
で
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト

公
衛
協
が
水
辺
の
公
園
を
き
れ
い
に

オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ニ
ア

が
ん
ば
っ
て
ま
す

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
大
崎
荘

（
沖
浦
）
で
、
大
崎
海
星
高
校
生
徒

と
私
た
ち
上
島
ソ
ー
ラ
ン
が
、
ソ
ー

ラ
ン
踊
り
を
踊
り
ま
し
た
。
若
い
人

た
ち
の
迫
力
あ
る
踊
り
を
、
お
年
寄

り
た
ち
は
大
変
喜
ん
で
く
だ
さ
り
、

ま
た
来
て
く
だ
さ
い
と
の
言
葉
に
、

喜
び
を
味
わ
い
な
が
ら
帰
り
ま
し
た
。

上
島
ソ
ー
ラ
ン
は
、
ソ
ー
ラ
ン
踊
り

に
魅
せ
ら
れ
た
大
人
た
ち
の
グ
ル
ー

プ
。
こ
の
踊
り
は
、
と
に
か
く
踊
っ

て
い
る
者
が
楽
し
い
の
が
魅
力
で
す
。

（
お
便
り
は
会
長
藤
原
龍
秀
さ
ん

木
江
）

敬
老
の
日
に
大
崎
荘
で
ソ
ー
ラ
ン
踊
り

オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ

ブ
は
、
今
年
に
入
っ
て
調
子
が
上
が
っ

て
き
ま
し
た
。

月
に
は
竹
原
少
年

サ
ッ
カ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
で
第

位
、

月
の
竹
原
市
長
杯
で
準
優
勝
等
。

わ
が
ク
ラ
ブ
は
小
学
生
を
対
象
と
し

た
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
。
練
習
は
大
崎
中

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
毎
週

日（
日
・
水
）

時
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
を

通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
み
と
体
力
の

向
上
、
社
会
性
を
育
ん
で
い
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。（
問
合
せ
先

代
表

円
山
忠
信
さ
ん

）

考
え
て
、

地
球
の
未
来

波
紋
を
創
る
会

（
代
表
松

岡
修
二
さ
ん
）
か
ら
、
環
境
問
題

を
考
え
る
テ
キ
ス
ト
が
町
の
小
学

校
生
徒
全
員
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

君
が
変
え
る

地
球
の
未
来

と
題
さ
れ
た
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
日

本
と
イ
ギ
リ
ス
の

団
体
が

自
然
保
護
と
環
境
問
題
の
啓
発
の

た
め
作
っ
た
も
の
で
す
。

月

日
、
同
会
名
誉
会
長
の
金
原
兼
雄

さ
ん
よ
り
高
田
幸
典
教
育
長
に
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

同
会
は
、
昨
年

月
、
日
英
同

盟

周
年
記
念
事
業
と
し
て

日
本
で

箇
所
程
に
植
樹
さ

れ
た
オ
ー
ク
の
木
の

本
が
西
野

小
学
校
に
植
樹
さ
れ
る
の
に
も
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
大
崎
上
島
が
世

の
中
に
広
く
知
ら
れ
る
と
同
時
に

人
類
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
何
か
を

求
め
て
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

で
す
。

夏夏ににタタイイへへ行行っったた時時、、ババンンココククでで 円円ののタタイイララーーメメ
ンン（（ググィィデディィアアオオ））をを食食べべままししたた。。

お
お
も
ち
づ
き



《 》

…
）

…
）

）

）

《日本語》
あなたの望む素晴らしい 敬老の日！
日本では、親と子どもはその人生の大部分を一緒に

住む習慣ですが、ニュージーランドでは、親と子ども
両方が独立していることを好みます。親は、年老いた
ときどこに住むか…というようなことを自分で選んで
決めることができます。
ア、自分の家に住み、掃除や食事などを援助してもら
う。

イ、家族と一緒に。たいていは隣の小さな家に住む。
ウ、もし、治療が必要だったり病気の時は老人用ホー
ムへ入る。

エ、引退者の村に住む 近くに援助者がいて、独立し
て生活するという選択のある所です。引退者村は
通常、 黄金の歳月 （退職後の年月をこのように
呼びます）をスポーツやレクレーションなど、楽
しむための多くの機会を備えています。

セーラ

お
話

高
山
哲
俊
大
崎
上
島
町
教
育
委
員
会

教
育
指
導
監

三
原
市
教
育
委
員
会
か
ら
、
今
年

月
に
大
崎
上
島

町
へ
教
育
指
導
監
と
し
て
来
ま
し
た
。
教
職
の
経
験
を

も
と
に
県
内
各
地
で
教
育
講
演
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
不
確
か
な
社
会
の
中
で
、
強
く
た
く
ま
し
く
生
き
る

子
ど
も
を
育
て
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
大
人
の
関
わ
り

が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
…
…
、
そ

ん
な
お
話
を
い
た
し
ま
す

月

日

時

分

大
崎
上
島
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
神
峰

た
く
ま
し
く
は
ば
た
く
大
崎
上
島
っ
子
に

教
育
講
演
会
（
町
教
育
委
員
会
主
催
）

子
そ
だ
て
は
親
そ
だ
て

主
体
性
の
あ
る
子
ど
も
を
育
て
る
に
は

た
く
ま
し
く
は
ば
た
く
大
崎
上
島
っ
子
に

夏にタイへ行った時、バンコクで 円のタイラーメ夏にタイへ行った時、バンコクで 円のタイラーメ
ン（グィディアオ）を食べました。ン（グィディアオ）を食べました。



い
ろ
い
ろ
お
知
ら
せ
の
ペ
ー
ジ

大
崎
上
島
町
役
場

電
話
（

）

日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る

歳
以
上

歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
は
、
国

民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
学
生
も

歳
に
な
っ
た
ら
、

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
、国（
社
会
保
険
庁
）か
ら
送
ら
れ
て
く
る
国
民
年

金
保
険
料
納
付
案
内
書
に
よ
り
、最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
、口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
一
定
期
間
分
を
ま
と
め
て
納
め
る
と
割
引
に
な
る
、
お
得
な
前

納
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
収
入
の
な
い
学
生
の
た
め
に
学
生
納
付
特

例
制
度
が
あ
り
ま
す
。
届
出
（
申
請
）
を
し
て
承
認
を
受
け
れ
ば
、
学
生

納
付
特
例
期
間
か
ら

年
以
内
に
、
保
険
料
を
後
払
い
（
追
納
）
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
が
す
ん
で
い
な
い
人
は
、
早
め
に
手
続
き
し

ま
し
ょ
う
。

学
生
も

歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
必
ず
加
入
し
ま
し
ょ
う

学
生
も

歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
必
ず
加
入
し
ま
し
ょ
う

賀
茂
台
地
の
一
日
バ
ス
ツ
ア
ー
（

コ
ー
ス
）
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
日

月

日

福
富
・
豊
栄
コ
ー
ス
（
県
央
の
森
、
し
ゃ
く
な
げ
園
、
ふ
く
ろ
う
館
、

乗
馬
倶
楽
部
、
り
ん
ご
園
、
四
季
菜
館
）
午
前

時
出
発
、
午
後

時

分
解
散
。
集
合
場
所

東
広
島
市
役
所

河
内
・
大
和
コ
ー
ス
（
竹
林
寺
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、
寄
り
ん
菜
屋
、
阪

井
養
魚
場
、
向
用
倉
農
業
公
園
、
棲
真
寺
、
白
竜
ド
ー
ム
）
午
前

時

分
出
発
、
午
後

時

分
解
散
。
集
合
場
所

河
内
町
役
場

募
集
人
数

各
コ
ー
ス

人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
用

人
に
つ
き

円

申
し
込
み
方
法

往
復
は
が
き
に
て
。
希
望
コ
ー
ス
名
、
参
加
希
望
者
全

員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
（
複
数
申
し
込
み
の
場
合

は
代
表
者
）、
返
信
先
の
住
所
、
氏
名
を
記
入
の
こ
と
。

申
し
込
み
期
限

月

日

必
着

申
込
・
問
合
せ
先

広
島
中
央
広
域
行
政
組
合
事
務
局
バ
ス
ツ
ア
ー
係

東
広
島
市
西
条
上
町

番

号

ふ
る
さ
と
再
発
見
・
賀
茂
台
地
ツ
ア
ー

ふ
る
さ
と
再
発
見

賀
茂
台
地
ツ
ア

不
正
軽
油
防
止
に
ご
協
力
を

月
は
全
国
不
正
軽
油
撲
滅
強

化
月
間
で
す
。
軽
油
に
灯
油
な
ど

を
混
ぜ
た
不
正
軽
油
の
使
用
は
、

脱
税
行
為
の
み
な
ら
ず
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
車
の
排
気
ガ
ス
中
の
有
害
物

質
を
増
加
さ
せ
る
な
ど
、
環
境
汚

染
の
原
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
不
正
軽
油
を
追
放
・
撲
滅
す

る
た
め
、
県
で
は
燃
料
の
抜
き
取

り
調
査
や
聞
き
取
り
調
査
な
ど
を

行
い
取
締
り
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

市
価
と
比
べ
て
著
し
く
安
い
価

格
で
あ
る
な
ど
、
不
正
軽
油
の
疑

い
の
あ
る
軽
油
の
情
報
は
県
に
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

広
島
地
域
事
務
所
税
務
局
軽
油
調

査
課大

崎
発
電
所
グ
ラ
ウ
ン
ド

開
放
し
ま
す

発
電
所
構
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
長
島
）
を
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

施
設
概
要

野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
な
ど
に
利
用
可
能
な
グ
ラ
ウ
ン

ド

面
、
駐
車
場
、
倉
庫
、
ト
イ

レ
あ
り

利
用
時
間

時

分

時

分

問
合
せ
・
申
込
先

中
国
電
力

大
崎
発
電
所
総
務
課

大
崎
発
電
所
グ
ラ
ウ
ン
ド

開
放
し
ま
す

不
正
軽
油
防
止
に
ご
協
力
をを

国
民
生
活
公
庫
の
年
末
資
金

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
、
国
の
融

資
制
度
の
利
用
を
。

普
通
貸
付
…
商
品
の
仕
入
れ
、
買

掛
金
の
決
済
、ボ
ー
ナ
ス
資
金
、各

種
設
備
の
導
入
、車
両
更
新
な
ど
。

融
資
額

万
円
以
内
。

返
済
期
間

設
備

年
以
内
、
運

転

年
以
内

利
率
年

・

％

月

日
現
在
（
固
定
金
利
）

問
合
せ
先

国
民
生
活
金
融
公
庫

呉
支
店
融
資
相
談
係

建
退
共
制
度
に
加
入
を

建
設
現
場
で
働
く
方
々
の
た
め

の
業
界
退
職
金
制
度
。
全
国
ど
こ

で
も
、
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退

職
金
の
通
算
で
き
ま
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主
…
建
設
業
者

対
象
と
な
る
労
働
者
…
ほ
と
ん
ど

全
て
の
建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

掛
け
金
…
日
額

円
（
全
額

事
業
主
負
担
、
損
金
ま
た
は
必
要

経
費
と
し
て
処
理
可
）
国
の
一
部

補
助
あ
り

問
合
せ
先

勤
労
者
退
職
金
共
済

機
構

建
退
共
広
島
県
支
部

労
働
保
険
に
加
入
を

月
は
、
労
働
保
険
適
用
促
進

国
民
生
活
公
庫
の
年
末
資
金金

建
退
共
制
度
に
加
入
をを

労
働
保
険
に
加
入
を

月
間
で
す
。
労
働
保
険
は
、
労
災

保
険
と
雇
用
保
険
の
総
称
で
、
働

く
人
が
労
働
災
害
や
失
業
と
い
っ

た
不
測
の
事
故
に
遭
っ
た
時
、
必

要
な
保
険
給
付
を
行
う
な
ど
労
働

者
福
祉
の
制
度
で
す
。

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て

い
る
事
業
主
は
加
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

広
島
労
働
局
総
務
部

労
働
保
険
徴
収
課

防
衛
大
学
校
学
生
採
用
試
験

防
衛
大
学
校
学
生

高
卒
（
見
込

み
）

歳
未
満
、
第

次
試
験
日

月

・

日
（
尾
道
市
）

防
衛
医
科
大
学
校

高
卒（
見
込

み
）
歳
未
満
、第

次
試
験
日

月

日（
広
島
県
合
同
庁
舎
）

看
護
学
生

高
卒
（
見
込
み
）

歳
未
満

第

次
試
験
日

月

日
（
広
島
県
合
同
庁
舎
）

願
書
受
付
期
限

月

日

問
合
せ
先

自
衛
隊
広
島
地
方
連

絡
部
尾
道
出
張
所

防
衛
大
学
校
学
生
採
用
試
験験

広島県
最低賃金は、 円
（時間額）
年度金額据置

問合せ先 広島労働
局労働基準部賃金室

呉労働基準監督署

広島県
最低賃金は、 円
（時間額）

円



月 日 月 日 日
時

月

日

時

時

場
所

広
島
県
立
中
央
森
林
公
園
（
本
郷
町

広
島
空
港
隣
）

内
容

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
（

コ
ー
ス
、

コ
ー
ス
）
受
付

時

分

時
、参
加
無
料
。ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

地
元
郷
土
芸
能
披
露
、
仮

面
ラ
イ
ダ
ー
フ
ァ
イ
ズ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
。
臨
空
広
域
物
産
展
・

飲
食
バ
ザ
ー
ル

紙
飛
行
機
大
会

時
か
ら
受
付
、
先
着

人
。

参
加
料

円
。
紙
飛
行
機
製
作
キ
ッ
ト
あ
り
。

問
合
せ
先

広
島
臨
空
広
域
都
市
圏
振
興
協
議
会
（
竹
原
市
総
務
部
企
画

政
策
課
）

消防職員採用試験

竹原広域行政組合管内の消防業務
に従事する者、若干名（男女不問）
受験資格 昭和 年 月 日 昭和
年 月 日までに生まれた人、高

等学校卒業程度の学力を有する人、
日本国籍を有する人等
第 次試験日 月 日
試験内容 一般教養、適応性試験
試験地 竹原消防署 階講堂
受付締め切り 月 日
申込み 問合せ先 竹原広域行政組
合消防本部総務課

月の予防接種

町内の医療機関で接種できます。
風しん 月 日 日
対象 満 ヶ月児

（最大 ヶ月児）
三種混合 期 月 日 日
対象 歳
接種 週間前までに、医療機関へ
予約。この期間に関わらず町外の
医療機関で受けることもできます。
予約など詳しいことは各医療機関
にお問合せを。

消防職員採用試験

月の予防接種

月 日 曜 行事・場所

金
ポリオ 木江保健福祉センター 受付
元気はつらつ講座 東原下集会所

土
日 当番医 岡本医院

月
育児相談（きらきらランド）大崎上島開発総合センター 受付
健康相談 片浜集会所 、本郷集会所 、

向山集会所

火
元気はつらつ講座 原下集会所
元気はつらつ講座 瀬井集会所

水
育児相談（きらきらランド）東野保健福祉センター 受付
長島済生丸健診（眼科）横浜桟橋 受付
ポリオ 大崎上島開発総合センター 受付

木
リハビリ 木江保健福祉センター
フッ素塗布 大崎上島開発総合センター 受付

金
生野島済生丸健診（ドック）福浦桟橋 受付
育児相談（きらきらランド）木江保健福祉センター 受付

土
日 町民体育大会 当番医 寺元医院
月 当番医 沖本クリニック

火
上島コスモス 東野保健福祉センター
健康相談 大西集会所 、明石会館

水
断酒会 東野保健福祉センター
健康相談 東野保健福祉センター 受付

木
金
土 千昌夫コンサート 大崎上島文化センタ
日 日吉神社大祭（原田） 当番医 ときや内科
月 総合健診 大串老人福祉センター 受付
火 総合健診 西野公民館 受付
水 総合健診 大崎上島総合開発センター 受付
木 総合健診 大崎上島総合開発センター 受付
金 総合健診 明石会館 受付
土

日
第 回大崎上島町健康福祉祭 木江保健福祉センター
（つくしの会 読みかたり ）

当番医 満岡医院 ─
月 総合健診 沖浦漁村センター 受付
火 総合健診 木江会館 受付
水 総合健診 東野保健福祉センター 受付
木 総合健診 東野保健福祉センター 受付

金
総合健診 東野保健福祉センター 受付
町県民税 第 期納期限 国民健康保険税 第 期納期限

土 町文化祭（ 日）
日 当番医 射場医院
月 当番医 伊藤医院
火
水 乳児健診（中野・原田・大串）大崎上島開発総合センター受付

木
歳 ヶ月・ 歳児健診（中野・原田・大串）大崎上島開発総合センター

受付
リハビリ 木江保健福祉センター

金
乳幼児健診（東野地区）東野保健福祉センター 幼児受付

乳児受付
川井綾子ピアノリサイタル 大崎上島文化センター

土 教育講演会 子そだては親そだて 大崎上島文化センタ

月 日 曜 行事・場所

当番医

当番医
当番医

当番医

当番医

当番医
当番医

ウ

イ

ン

グ

フ

ェ

ス

タ

ウ

イ

ン

グ

フ

ェ

ス

タ

月号の日程に一部誤りがありました。おわびいたします。



発
行
日

（

）年

月

日

発
行
編
集

大
崎
上
島
町
政
策
企
画
課

広
島
県
豊
田
郡
大
崎
上
島
町
東
野

番
地

平平成成

人身事故
物損事故合計件数

発生件数 死 者 傷 者

大崎上島町 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】

木江署管内 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】

人身事故
物損事故合計件数

発生件数 死 者 傷 者

大崎上島町 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】

木江署管内 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】

木江警察署管内交通事故発生状況
死亡事故 日数 日 ─木江署管内─ （平成 ）年 月末現在

【 】は （平成 ）年 月末の数字です

有田
ありた

大生
たいせい

ちゃん（ 歳）
中野・向山区

月生まれのわんぱくちゃん月生まれのわんぱくちゃん

今
月
、

歳
と

歳
の
お
誕
生

日
を
迎
え
る
町
内
に
お
住
ま
い
の

子
ど
も
さ
ん
で
す
。

す
く
す
く
、
大
き
く
な
あ
れ

広報 大崎上島 は、ホームページでご覧になれます。

岡本
おかもと

拓也
たくや

ちゃん（ 歳）
中野・向山区

清水
しみず

凌也
りょうや

ちゃん（ 歳）
東野・白水区

吉岡
よしおか

愛子
あいこ

ちゃん（ 歳）
中野・向山区

閑田
かんだ

香音
かのん

ちゃん（ 歳）
中野・原下区

鈴なりのカボス
取れました。
石本常夫さん
（中野・原下区） こんなの、できちゃった

編
集
後
記

野
分
あ
と
の
空
の
高
い
こ
と
。

空
も
水
も
澄
み
わ
た
る
こ
ろ
、
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
萩
の
花
が
揺
れ
て

取
材
で
人
と
お
会
い
し
ま
す
。

熱
い
思
い
、
静
か
で
ひ
た
む
き
な

思
い
。
巻
き
戻
せ
な
い
時
間
を
い

か
に
過
ご
し
年
月
を
重
ね
て
い
く

の
か
、
幾
つ
も
の
生
き
方
が
あ
る

の
だ
と
知
ら
さ
れ
ま
す

今
月
の

テ
ー
マ
は

生
涯
勉
強
、
生
涯
現

役

人
間
は
い
つ
ま
で
も
完
成
し

な
い
か
ら
、
反
省
し
な
が
ら
努
力

す
る
。
あ
き
ら
め
な
い
。

歳
の
弓
道
家
の
お
心
で
し
た

す

る
す
る
と
暮
れ
落
ち
れ
ば
輝
き
始

め
る
星
、
月
、
こ
の
島
の
上
に
。


